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哲
墨
・
研
究
　
　
麓
剛
百
山
ハ
十
九
號

な
る
個
物
が
生
す
る
か
の
如
き
問
題
は
本
書
に
於
て
解
明
し
て
な

い
や
う
で
あ
る
が
、
本
書
當
分
の
目
的
た
る
諸
首
題
に
就
い
て
は

著
者
の
主
観
が
階
ε
し
て
挿
入
さ
れ
，
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
若
干
離
れ

て
、
や
Σ
自
由
に
解
糧
し
て
あ
る
か
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
る
や
う
な

場
合
も
あ
る
け
れ
ウ
こ
も
、
廣
く
諸
文
献
を
渉
獄
し
、
彼
此
校
較
し

て
是
非
を
分
ち
、
卒
明
流
暢
な
文
章
を
以
て
、
繁
に
失
せ
す
、
簡

に
流
れ
す
、
著
者
の
沈
潜
思
索
し
た
結
果
を
披
潅
し
て
あ
る
　
ス

ピ
ノ
ザ
に
關
す
る
邦
文
著
蓮
の
少
い
我
が
哲
喜
界
に
取
っ
て
漱
迎

さ
る
べ
き
好
著
作
で
あ
ら
う
ぐ
」
信
ず
る
。
（
高
橋
紹
介
、
理
想
祉
出

版
部
刊
行
、
菊
版
ニ
ニ
ニ
頁
、
定
償
一
圓
九
十
銭
）

ゲ
イ
ル
タ
イ
論
文
集

栗
林
　
茂
諜

　
本
書
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
著
作
「
へ
ー
グ
ル
青
年
時
代
史
」
の
第
一

章
「
最
初
の
開
展
ε
紳
學
研
究
」
－
こ
，
一
九
＝
年
五
月
の
雑
誌
ド

イ
ヅ
チ
エ
獅
ル
ン
ト
シ
ヤ
ゥ
に
載
っ
た
＝
ー
ブ
ー
ル
の
歴
史
的

世
界
槻
の
起
源
L
、
こ
、
一
八
八
六
年
八
月
の
講
演
「
詩
的
想
像
カ

ミ
狂
氣
の
三
篇
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
豊
富
な
歴
史
的
形
態
に

饗
す
る
非
常
に
鋭
敏
な
感
壁
を
持
っ
て
居
り
，
精
紳
の
種
々
の
領

・
域
に
於
て
嘗
て
生
き
て
み
た
種
々
の
時
代
の
生
命
を
源
泉
か
ら
再

び
現
在
化
し
、
新
た
に
生
か
す
こ
・
、
）
が
禺
來
た
」
ε
評
さ
れ
る
デ

4
ル
タ
イ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
蝦
後
の
最
大
な
る
精
紳
史
家
た
る
デ
ィ
ル

タ
イ
の
歴
史
家
ε
し
て
の
一
画
は
前
の
二
篇
に
よ
っ
て
窺
は
れ
彼

九
ノ、

れ
の
賭
碁
論
の
一
斑
を
後
篇
に
よ
っ
て
窺
は
れ
う
る
で
あ
ら
う
。

解
文
は
李
明
で
あ
．
り
、
固
有
名
－
詞
そ
の
言
外
國
語
の
襲
育
の
表
記

は
、
五
寸
る
だ
け
．
原
語
に
近
い
や
う
に
苦
心
し
て
あ
る
。
（
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專
攻

認
識
ビ
そ
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封
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芝
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關
係
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い
て
（
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H
お
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国
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中
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察
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林
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丈

ゲ
イ
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イ
精
帥
科
暗
屋
の
幕
礎
概
念
ビ
し
て
の
「
了
解
し
に
つ
い
て

ヘ
ー
グ
ル
の
歴
史
哲
學

カ
ウ
ザ
ー
ル
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
ご
直
槻
的
悟
性

意
識
の
基
礎
（
ブ
イ
じ
テ
断
片
）

先
天
綜
合
判
噺
に
つ
い
て

「
髄
験
及
び
そ
の
客
齪
化
」
ε
し
て
の
歴
史

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
霞
畳
読

プ
ラ
ト
ン
哲
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け
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昭
和
四
年
度
卒
業
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丈
題
月

三男動

内
容
、
作
用
、
野
象

ス
ピ
ノ
ザ
の
「
紳
に
封
ず
る
知
的
愛
」

圃
式
論
の
解
明
な
中
心
ピ
し
て

　
　
　
O
西
洋
哲
攣
史
正
攻

プ
ラ
下
ン
の
ロ
ゴ
ス
定
〃
η
訴
ン
篇

ブ
イ
ヒ
テ
の
知
識
學
に
就
い
て

耐
に
つ
い
て

カ
ン
ド
の
認
識
論
に
於
け
る
先
天
的
綜
合
的
朔
噺

欄蜘

寘
A
心
論
に
於
け
る
三
即
一
の
紹
封
潜
考

プ
ラ
下
ン
哲
學
に
於
け
ろ
エ
ロ
ー
ス
ビ
ヌ
ー
ス

バ
ル
メ
ニ
デ
ス
に
捻
於
呼
り
る
あ
る
も
の

プ
ラ
｝
ン
の
メ
千
ロ
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就
い
て
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レ
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て
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ラ
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〃
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い
て
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罠
μ
仲
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岩
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8
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p
♂
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予
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博
…
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津

　
　
　
O
支
那
墾
田
史
霜
曇

術
書
に
見
え
糞
る
天
の
考
察

繋
癖
傳
に
就
い
て

老
子
哲
學
の
｝
考
察

荷
子
経
設
考
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折
口
凱
子
研
田
究
　
　
第
百
六
十
九
號

　
　
　
O
心
理
墨
專
攻

青
年
心
理
の
理
解
へ
の
」
道

ヴ
ン
ト
の
意
志
説

骨
堂
精
帥
跳
馬
の
見
地
か
ら
の
絡
盤

靴
倉
意
識
の
心
理
學
的
考
察

本
能
定
胱
會

リ
ボ
ト
の
創
造
的
想
像
論

　
　
　
O
倫
理
學
悪
酔

露
｛
暮
の
意
志
自
由
に
就
い
て

政
治
論
の
倫
理
學
的
考
察
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治順廉亭俊

常
磐
井
舞
棋

永
崎

吉
　
川

勇徹

カ
ン
ト
倫
理
學
に
於
け
ろ
肉
由
及
逆
徳
律
の
思
想
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
仁
明

諺
　
艶
洋
倫
理
學
に
於
け
ろ
自
由
に
つ
い
て

批
判
主
義
に
於
け
ろ
意
志
自
由
の
問
題

ω
箕
銘
㈹
2
，
の
倫
理
に
就
て

國
家
の
倫
理

道
徳
の
先
験
性
慮
古
帳
性
に
就
い
て

惹
志
の
自
由
L
特
に
カ
ン
ト
に
於
け
ろ

　
　
　
◇
数
育
學
激
擾
決
竃
攻

ナ
｝
ル
プ
漱
曾
的
…
教
育
學
の
理
念

宗
教
的
信
念
ビ
西
洋
教
育
學

プ
ラ
㍗
ン
に
於
け
る
愛
、
想
糧
二
三
話
的
方
法

の
敏
育
的
意
義
並
に
そ
の
相
互
關
係

個
人
の
人
生
槻
定
教
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純
粋
性
に
つ
い
て
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膿
験
定
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育
作
用

シ
ユ
ラ
イ
エ
レ
マ
ッ
ヘ
ル
の
敏
育
學
に
於
け
る

諸
問
題
（
特
に
，
自
己
活
動
に
就
て
）

慣
智
の
肚
會
學
的
考
察

マ
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
の
國
家
論
に
就
い
て
．
．

寓
p
匿
屑
く
。
ぴ
。
嬬
の
理
解
鷲
會
學
の
方
法

（
冠
。
拶
ξ
で
蕾
．
論
を
中
心
ミ
し
て
）

　
　
　
O
佛
．
敏
學
專
燈

明
末
智
旭
の
願
歯
思
想
に
就
て

三
帖
和
讃
に
現
に
れ
た
る
他
力
教
に
於
け
る
宗
教

的
意
識
の
始
終
に
就
い
て

中松木

島田股

萬　勝

朶健美

帯
化
教
育
學
の
基
礎
概
念
適
し
て
の
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続
生
の
構
造
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
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三
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シ
ユ
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史
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史
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．
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